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　軽自動車・バイクなどにかかる税金は、毎年４月１日現在の所有者（登録名義人）に課税されます。次のよう
なときは、必ず届け出をしてください。
・売買や譲渡により、所有者が変わった　・転出した　・車両を入れ替えた
・所有者が死亡した　・車両を廃棄する　・車両を盗まれてしまい、今は所有していない

車　　　種 届け出に必要なもの 届け出・問い合わせ

原動機付自転車（125cc以下のもの）  新名義人の印鑑
　名義変更　　➡ 標識交付証明書
 譲渡証明書

 ナンバープレート
　廃　　車　　➡ 名義人の印鑑
 標識交付証明書

税務課市民税担当（内線235）

小型特殊自動
車（農耕用トラ
クターなど）

行田市・南河原村
ナンバーの車両

検査登録事務所交付
ナンバーの車両
「熊谷99め」ナンバー

①検査登録事務所には
 ナンバープレート
　廃　　車　　➡ 自動車検査証
 印鑑など
②市役所には
 自動車検査証返納済証
　名義変更　　➡ 譲渡証明書
 新名義人の印鑑

　廃　　車　　➡
 自動車検査証返納済証

 名義人の印鑑

※ 検査登録事務所と税務課の両方へ届け出
が必要です。

①関東運輸局熊谷自動車検査登録事務所
　☎050―5540―2027

②税務課市民税担当（内線235）

その他の二輪車（125ccを超えるもの） 名義変更
廃　　車　　　　 ➡
住所変更

手続きの種類により必要書類が
異なりますので届け出先に問い
合わせください

関東運輸局熊谷自動車検査登録事務所
☎050―5540―2027

軽自動車（三・四輪車） 軽自動車検査協会埼玉事務所熊谷支所
☎050―3816―3112

▶問い合わせ　同課市民税担当（内線235）

行田市まち・ひと・しごと創生
「人口ビジョン・総合戦略」を策定しました

軽自動車やバイクなどの廃車・変更の届け出をお忘れなく

人口ビジョン―2060年までの人口の将来展望
　日本の人口は、2008年の約1億2,800万人をピークとして、
2060年には約8,700万人にまで減少すると見込まれていま
す。国の推計では、本市の人口も2060年には約42,000人に
なると推計されていますが、今後、出生率の向上や転入増と転
出減の促進により、人口規模57,000人の確保を図ります。

　「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、将来にわたって活力ある地域社会を維持し、安心して快適に暮ら
せるまちづくりを総合的に推進するため、「人口ビジョン」と「総合戦略」を策定しました。

総合戦略―５カ年（2015～2019年度）の目標や具体的な施策など
　次の４つの基本目標ごとに、具体的な施策や指標を掲げ、総合的かつ計画的に実施することにより、
行田創生の推進を図ります。

　人口ビジョンと総合戦略については、市政情報コーナーおよび市ホームページで閲覧できます。
▶問い合わせ　企画政策課企画・改革担当（内線308）

  基本目標１ 　　～地域産業振興戦略～

 産業を振興し、安定した雇用を創る
 （１）企業誘致の推進と雇用の創出
 （２）地元企業の育成支援
 （３）起業・創業の支援強化
 （４）農業の担い手確保と成長支援

  基本目標３ 　　～子ども安心育成戦略～
 若い世代が希望する結婚・出産・子育
ての環境を創る
 （１）結婚・妊娠・出産・育児のライフステージに応じた支援
 （２）子育てと就労の両立支援
 （３）多子世帯の負担軽減
 （４）行田の未来を担う人材育成

  基本目標２ 　～魅力アップ・賑わい創造戦略～
 地域の魅力を高め、ひとの流れと賑わ
いを創る
 （１）地域資源を活かした観光戦略の推進
 （２）拠点エリア整備による賑わいの創出
 （３）移住・定住及びＵ・Ｊ・Ｉターンの促進
 （４）行田の魅力発信

  基本目標４ 　～地域活力創造戦略～
 時代に合った活力ある安心な地域を
創る
 （１）時代に合った地域マネジメントの推進
 （２）地域コミュニティの連携強化
 （３）健康長寿づくりの推進
 （４）地域間連携の推進

せるまちづくりを総合的に推進するため、「人口ビジョン」と「総合戦略」を策定しました。
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